
●枚⽅市第２次⻭科⼝腔保健計画の目標項目
※各目標項目で⽤いる指標については、今後の検討により、年齢調整値を採⽤する可能性があります。

基本⽅向1　⻭・⼝腔の健康維持および⽣涯を通じた⻭科⼝腔保健の達成
基本⽅向1　⻭・⼝腔の健康維持および⽣涯を通じた⻭科⼝腔保健の達成― 1 継続 【⼩中⾼】「8020運動」という⾔葉を知っている者の割合の増加 ⼩中⾼⽣アンケート 16.5%

（R4年度）

基本⽅向1　⻭・⼝腔の健康維持および⽣涯を通じた⻭科⼝腔保健の達成― 2 継続 【⼀般】「8020運動」という⾔葉を知っている者の割合の増加 市⺠アンケート 35.1%
（R4年度）

基本⽅向1　⻭・⼝腔の健康維持および⽣涯を通じた⻭科⼝腔保健の達成― 3 継続 【⼩中⾼】「噛ミング30」という⾔葉を知っている者の割合の増加 ⼩中⾼⽣アンケート 8.2%
（R4年度）

基本⽅向1　⻭・⼝腔の健康維持および⽣涯を通じた⻭科⼝腔保健の達成― 4 継続 【⼀般】「噛ミング30」という⾔葉を知っている者の割合の増加 市⺠アンケート 8.2%
（R4年度）

基本⽅向1　⻭・⼝腔の健康維持および⽣涯を通じた⻭科⼝腔保健の達成― 5 継続 【⼩中⾼】過去1年間に⻭科健康診査を受診した者の割合の増加 ⼩中⾼⽣アンケート 52.7%
(R4年度）

基本⽅向1　⻭・⼝腔の健康維持および⽣涯を通じた⻭科⼝腔保健の達成― 6 継続 【⼀般】過去1年間に⻭科健康診査を受診した者割合のの増加 市⺠アンケート 67.8%
(R4年度）

基本⽅向1　⻭・⼝腔の健康維持および⽣涯を通じた⻭科⼝腔保健の達成― 7 新規 3歳児のかかりつけ⻭科医を有する者の割合の増加 3歳6か月児健診での問診結果 40.2%
(R4年度)

基本⽅向1　⻭・⼝腔の健康維持および⽣涯を通じた⻭科⼝腔保健の達成― 8 継続 【⾼校⽣】かかりつけ⻭科医を有する者の割合の増加 ⾼校⽣アンケート 60.7%
(R4年度）

基本⽅向1　⻭・⼝腔の健康維持および⽣涯を通じた⻭科⼝腔保健の達成― 9 継続 【⼀般】かかりつけ⻭科医を有する者の割合の増加 市⺠アンケート 76.5%
(R4年度）

基本⽅向2　⻭科疾患の発症および重症化予防（ライフコースアプローチを踏まえた疾患予防）
基本⽅向2　ライフ
コースアプローチを
踏まえた⻭・⼝腔
の健康づくり

う蝕の発症および重症化予防 10 継続 3歳児でう蝕のない者の割合の増加 枚⽅市⺟⼦保健事業実績報告(３歳６か月児健康診査結果) 92.4%
(R4年度）

基本⽅向2　ライフ
コースアプローチを
踏まえた⻭・⼝腔
の健康づくり

う蝕の発症および重症化予防 11 継続 12歳児でう蝕のない者割合のの増加 枚⽅市学校⻭科健康診断 80.2%
(R4年度）

基本⽅向2　ライフ
コースアプローチを
踏まえた⻭・⼝腔
の健康づくり

う蝕の発症および重症化予防 12 新規 20歳代における未処置⻭を有する者割合の減少 （検討中） 19.7％
（R4年度）

基本⽅向2　ライフ
コースアプローチを
踏まえた⻭・⼝腔
の健康づくり

う蝕の発症および重症化予防 13 継続 40歳で未処置⻭を有する者の割合の減少 ⻭周病検診 30.9%
（R4年度）

基本⽅向2　ライフ
コースアプローチを
踏まえた⻭・⼝腔
の健康づくり

う蝕の発症および重症化予防 14 継続 60歳で未処置⻭を有する者の割合の減少 ⻭周病検診 20.0%
（R4年度）

基本⽅向2　ライフ
コースアプローチを
踏まえた⻭・⼝腔
の健康づくり

⻭周病の発症および重症化予防 15 継続 中学⽣・⾼校⽣における⻭⾁に所⾒を有する者の割合の減少 枚⽅市学校⻭科健康診断 15.1%
(R4年度）

基本⽅向2　ライフ
コースアプローチを
踏まえた⻭・⼝腔
の健康づくり

⻭周病の発症および重症化予防 16 継続 20歳代における⻭⾁に炎症所⾒を有する者の割合の減少 成⼈⻭科健康診査 40.0%
（R4年度）

基本⽅向2　ライフ
コースアプローチを
踏まえた⻭・⼝腔
の健康づくり

⻭周病の発症および重症化予防 17 継続 40歳代における進⾏した⻭周炎を有する者の割合の減少 ⻭周病検診 57.4%
（R4年度）

基本⽅向2　ライフ
コースアプローチを
踏まえた⻭・⼝腔
の健康づくり

⻭周病の発症および重症化予防 18 継続 60歳代における進⾏した⻭周炎を有する者の割合の減少 ⻭周病検診 61.7%
（R4年度）

基本⽅向2　ライフ
コースアプローチを
踏まえた⻭・⼝腔
の健康づくり

⻭周病の発症および重症化予防 19 継続 50 歳で⻭間部清掃⽤器具を使⽤する者の割合の増加 市⺠アンケート 65.4%
（R4年度）

基本⽅向2　ライフ
コースアプローチを
踏まえた⻭・⼝腔
の健康づくり

⻭周病の発症および重症化予防 20 継続 60歳で⻭間部清掃⽤器具を使⽤する者の割合の増加 市⺠アンケート 62.7%
（R4年度）

基本⽅向2　ライフ
コースアプローチを
踏まえた⻭・⼝腔
の健康づくり

⻭周病の発症および重症化予防 21 継続 糖尿病と⻭周病の関係について知っている者の割合の増加 市⺠アンケート 43.4%
(R4年度）

基本⽅向2　ライフ
コースアプローチを
踏まえた⻭・⼝腔
の健康づくり

⻭の喪失防⽌ 22 継続 40歳で喪失⻭のない者の割合の増加 ⻭周病検診 78.8%
（R4年度）

基本⽅向2　ライフ
コースアプローチを
踏まえた⻭・⼝腔
の健康づくり

⻭の喪失防⽌ 23 継続 60歳で24⻭以上の⾃分の⻭を有する者の割合の増加 市⺠アンケート 78.9％
（R4年度）

基本⽅向2　ライフ
コースアプローチを
踏まえた⻭・⼝腔
の健康づくり

⻭の喪失防⽌ 24 継続 80歳で20⻭以上の⾃分の⻭を有する者の割合の増加 市⺠アンケート 58.3%
（R4年度）

基本⽅向2　ライフ
コースアプローチを
踏まえた⻭・⼝腔
の健康づくり

⼝腔機能の獲得・維持・向上 25 新規 （再掲）3歳児のかかりつけ⻭科医を有する者の割合の増加 3歳6か月児健診での問診結果 40.2%
(R4年度)

基本⽅向2　ライフ
コースアプローチを
踏まえた⻭・⼝腔
の健康づくり

⼝腔機能の獲得・維持・向上 26 継続 （再掲）【⾼校⽣】かかりつけ⻭科医を有する者の割合の増加 ⾼校⽣アンケート 60.7%
(R4年度）

基本⽅向2　ライフ
コースアプローチを
踏まえた⻭・⼝腔
の健康づくり

⼝腔機能の獲得・維持・向上 27 継続 （再掲）【⼀般】かかりつけ⻭科医を有する者の割合の増加 市⺠アンケート 76.5%
(R4年度）

基本⽅向2　ライフ
コースアプローチを
踏まえた⻭・⼝腔
の健康づくり

⼝腔機能の獲得・維持・向上 28 継続 60歳代における咀嚼良好者の割合の増加 市⺠アンケート 82.1％
（R4年度）

基本⽅向2　ライフ
コースアプローチを
踏まえた⻭・⼝腔
の健康づくり

⼝腔機能の獲得・維持・向上 29 新規 80歳での咀嚼良好者の割合の増加（75〜84歳） 市⺠アンケート 69.2%
(R4年度）

基本⽅向2　ライフ
コースアプローチを
踏まえた⻭・⼝腔
の健康づくり

⼝腔機能の獲得・維持・向上 30 継続 （再掲）60歳で24⻭以上の⾃分の⻭を有する者の割合の増加 市⺠アンケート 78.9％
（R4年度）

基本⽅向2　ライフ
コースアプローチを
踏まえた⻭・⼝腔
の健康づくり

⼝腔機能の獲得・維持・向上 31 継続 （再掲）80歳で20⻭以上の⾃分の⻭を有する者の割合の増加 市⺠アンケート 58.3%
（R4年度）

現状値次期計画骨⼦ 番号 新規/継続 目標項目 データソース

【目標種類】 正︓正規目標（達成状況の判定を⾏う正規目標） 参︓参考目標（計画期間内の状況をモニタリングするための参考的な目標）
【新規／継続】 新規︓第２次計画で新規に設定する目標 継続︓第１次計画から引き続き設定する目標凡例 資料７ー２
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現状値次期計画骨⼦ 番号 新規/継続 目標項目 データソース

基本⽅向3　配慮を有する者への⻭科保健
基本⽅向3　配慮を有する者への⻭科保健妊産婦 32 継続 妊産婦⻭科健康診査受診率の増加 妊産婦⻭科健康診査 30.6%

(R4年度）

基本⽅向3　配慮を有する者への⻭科保健障害者（児） 33 継続 障害者(児)⼊所施設での定期的な⻭科健康診査実施率の増加 障害者施設アンケート 60.0%
(R4年度）

基本⽅向3　配慮を有する者への⻭科保健要介護者 34 継続 介護⽼⼈福祉施設・介護⽼⼈保健施設での定期的な⻭科健康診査実施率の増加 介護施設アンケート 60.0%
(R4年度）

基本⽅向3　配慮を有する者への⻭科保健有病者 35 継続 （再掲）糖尿病と⻭周病の関係について知っている者の割合の増加 市⺠アンケート 43.4%
(R4年度）
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